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＜設立状況（R2.6.１） 全４１地区中＞ 

まちづくり協議会      ２８（30 地区） 

まちづくり協議会準備会  1（ 1 地区） 

【昭
和
１1
年 

青
年
団
が
建
て
た
碑
】 

 ２０２０．６ 

真
情

ま

ご

こ

ろ

橋ば

し

の
案
内
看
板 

～ 

地
域
の
宝
を
い
つ
ま
で
も 

～ 

ま 

ご 

こ 

ろ 

は 

し 

真

情

橋

之

碑 

 

味
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
「
真
情
橋
」
と
い
う
名
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
橋
を
紹
介
す
る
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。
現
在
、
橋
は
改
修
さ
れ
て
姿
を
変
え
ま
し
た
が
、
「
ま
ご
こ

ろ
」
は
変
わ
る
こ
と
な
く
今
も
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

～真情橋の由来について～ 

 
 

 
 

大
正
１2
年
７
月
、
南
斎
院
と
北
斎
院
を
つ
な
ぐ
石
橋
が

中
ほ
ど
の
つ
な
ぎ
目
か
ら
折
れ
、
一
方
が
川
に
落
ち
て
し
ま

い
ま
し
た
。
半
年
間
、
橋
は
修
理
さ
れ
ず
、
南
斎
院
の
児
童

た
ち
は
通
学
に
不
便
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
危
険
な
橋
を
渡

り
続
け
ま
し
た
。 

大
正
１3
年
１
月
、
こ
の
地
域
に
住
む
一
色
忠
徳
ら
６
人

の
少
年
た
ち
は
「
自
分
た
ち
も
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
安
全

に
渡
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
で
橋
の
修
理
を
決
意
し
ま

し
た
。
身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
さ
に
耐
え
「
早
起
き
会
の
奉

仕
作
業
」
と
し
て
６
少
年
が
、
橋
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。 

少
年
た
ち
の
純
粋
な
心
が
、
南
・
北
斎
院
の
協
力
体
制
を

生
み
、
や
が
て
味
生
青
年
団
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
改
修
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
時
か
ら
、
小
さ
な
橋
は
「
真
情
橋
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

【現
在
の
真
情
橋
】 

http://free-line-design.com/?p=529


 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

生石地区まちづくり協議会 

生石地区は、自然と緑豊かな垣生山を中心に、生

石八幡神社や金毘羅神社など数多くの史跡が残って

います。 

臨海地域には工場も多く、転勤で県外からやって

くる人が多いこともあり、新しい住民も地域になじ

みやすい環境です。 

地区の見どころ 

◎垣生山 

かつては山頂に垣生山城という城がありましたが、

現在は、公園や展望台が整備されて桜が植えられてい

ます。春にはピンクに染まる山頂から興居島や松山城

などの美しい景色を楽しんでください。 

 

◎松山空港 

羽田・伊丹を中心に中部・福岡便などのほか、LCC

を利用した成田行きも運行しています。館内では市民

参加型のイベントも開催しており、ポンジュースが水

道の蛇口から出てくるイベントは大人気です。 

活動内容の一例 

垣生地区まちづくり協議会 

面積  ：７.４８㎢ 

人口  ：１８，６５８人 

世帯数：８，００９世帯 

※Ｒ２.５.1 現在 

 

垣生地区は、南は重信川、西は瀬戸内海に面した美

しい夕日が見られる地区です。 

松山空港や、隣接する松前町にある四国最大級のシ

ョッピングモールまで車で 10 分と、生活に便利なた

め、開発中の分譲地も増加しています。 

 

面積  ：４.２４㎢ 

人口  ：１２，００４人 

世帯数：４，７３６世帯 

※Ｒ２.５.1 現在 

 

◎垣生山に登ろう会 

地域のシンボルである垣生山に登るイベントを年

に４回開催しています。 

登山道は、まち協の垣生山整備部を中心に整備し、

３０分ほど登ると、瀬戸内海や工業地帯などの素晴ら

しい景色を楽しむことができます。 

 

活動内容の一例 

まち協設立地区紹介コーナー 好評連載中！ 

地区の見どころ 

◎鍵谷カナ 

伊予絣の創設者である鍵谷カナは、現在の西垣生町で

生まれました。 

毎年、命日である５月２８日にはカナの遺徳を偲び、

「鍵谷祭(かぎやさい)」が開かれ、慰霊祭や子ども相撲

大会などが行われています。 

 

◎たこ飯 

地元でとれた「たこ」と、ニンジンやゴボウなどの野

菜をご飯と一緒に炊き込んだ郷土料理です。専門店もあ

るので、是非食べ比べてみてください。 

【垣生山】 【たこ飯】 【鍵谷祭】 【松山空港】 
生石地区 垣生地区 

◎生石地区史跡めぐりマップ 

平成２９年度に教育文化部で、地域内の史跡をイラ

ストで案内する史跡めぐりマップを作成し、全戸配布

しました。 

このマップを使って保育園児が史跡めぐりを楽し

むなど、地域の皆さんに活用していただいています。 

◎垣生の夏まつり 

数年前まで途絶えていた夏まつりを、まち協が平成２

８年度に復活させました。 

当日、垣生音頭が流れる会場では、盆踊りや屋台を楽

しむ１，５００人を超える参加者で大いに盛り上がりま

す。 

◎花いっぱい垣生のまちづくり 

地域の「宝」を発掘し、後世に残していくために、花

いっぱい垣生のまちづくり事業を開催しています。 

今後は、平和と希望の象徴といわれるカンナを増や

し、赤い花で地域に元気と活力を与えたいと思います。 

かぎや 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeBtHpaxVH04A1zSU3uV7/SIG=1388k7mhh/EXP=1437464263/**http:/refxolo1.c.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_624/refxolo1/red-kannna.jpg?c=a0


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

                                                       

 

４
月
１０
日
（
金
）
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

讃
岐
幸
治
氏
・
若
松
進
一
氏
・
前
田
眞
氏
の
３

名
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱

状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
会
合
で
は
、
昨
年
度
の
取
組
と
し

て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
や
地
域
応
援
ま
ち
づ

く
り
講
座
な
ど
の
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
の
予
定
と
し
て
ま
ち
協
の
取
組
調
査
や

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
窓

を
開
け
た
ま
ま
開
催
し
ま
し
た
。
皆
様
に
も
、

も
う
し
ば
ら
く
の
間
、
感
染
拡
大
を
回
避
す
る

行
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ア ド バ イ ザ ー 会 合 

 

今
回
の
表
紙
を
飾
っ
た
「
真
情
橋
の
案
内
看

板
」
の
作
成
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
水
口
俊
夫

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

マ ス ク を 作 り ま し た 
久枝地区まちづくり協議会 

【味
生
地
区
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
】 

 

松
山
市
の
南
西
部
に
位
置
し
、
空
港
通
・
南
斎
院
・
北
斎
院
・

別
府
・
清
住
・
大
可
賀
・
山
西
の
７
町
か
ら
な
り
ま
す
。
味
生
地

区
に
隣
接
す
る
史
跡
「
古
照
（
こ
で
ら
）
遺
跡
」
を
展
示
す
る
考

古
館
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
の
神
社
・
仏
閣
も
多
く
、
日
本
書

紀
に
も
記
述
が
あ
る
斉
明
天
皇
・
神
功
皇
后
・
紫
式
部
の
言
い
伝

え
が
残
っ
て
い
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
と

教
育
の
地
域
で
す
。 

 

【ま
ち
協
で
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
】 

 

公
民
館
と
の
共
催
事
業
を
は
じ
め
と
し
、
他
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
「
味
生
ま
ち
づ
く
り
便
り
」
は
、
ま

ち
協
の
活
動
事
業
や
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
幅
広
く
掲
載
し
、
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

【ま
ち
協
で
活
動
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
】 

 

味
生
地
区
に
は
、
良
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
真
情
橋
（
ま
ご
ご
ろ
は
し
）
案
内
看
板
設
置
ま
で
２
年
あ

ま
り
か
か
り
苦
労
し
ま
し
た
が
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【今
後
の
目
標
や
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
】 

 

今
後
は
、
多
く
の
女
性
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
新
し
い
交
流
の

場
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

味
生
地
区
の
皆
さ
ん
に
「
味
生
地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 

久
枝
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
教
育
文
化
部
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

の
マ
ス
ク
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
は
部
で
集

ま
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
金
子
部
長
を
は
じ
め

部
員
の
皆
さ
ん
は
自
宅
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

ガ
ー
ゼ
地
の
マ
ス
ク
に
は
、
花
や
動
物
の
ア
ッ

プ
リ
ケ
を
付
け
た
り
、
使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
に
は
、

イ
ラ
ス
ト
付
き
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ
ン
に
折
り
目
を

付
け
、
裏
に
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を
使
用
し
た
り

と
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
マ
ス
ク
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

で
き
あ
が
っ
た
マ
ス
ク
は
、
久
枝
地
区
の
子
ど

も
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
区
内
の
５
つ

の
児
童
ク
ラ
ブ
と
１
つ
の
放
課
後
こ
ど
も
教
室
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

味
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

事
務
局
長 

水
口
（み
な
く
ち
） 

俊
夫
さ
ん 

 

📷趣味📷 
 

休日は、カメラ片手に
野鳥撮影か、松山空港
周辺に飛行機の撮影に
行っています。 

いろいろなマスクがある

ので、子どもたちはどの

マスクにしようか悩んで

しまいますね。 

 

 

 

 


